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有機無機複合物質であるハロゲン化鉛系ペロブスカイトは、薄膜形成に優れており、太陽電池

デバイスの高効率化や発光デバイスへの応用が期待されている 1)。近年、ペロブスカイト結晶を

光吸収層として用いた固体太陽電池の報告があり、結晶性および均一性の高い層状ペロブスカイ

ト薄膜形成のための材料設計や結晶構造の解析が行われている。前回我々は、TiO2に代わるメソ

ポーラス材料として、メソポーラスシリカ  (MCM-41) 膜上への層状ペロブスカイト結晶

(CH3NH3PbBr3) の成膜を行った結果、TiO2を用いた場合に比べ、より高い結晶性を有する層状ペ

ロブスカイトを作製することが出来ることを報告した 2)。今回は、同薄膜の詳細な表面構造およ

び太陽電池特性を明らかにすることを目的として研究を行った。 

メソポーラスシリカ (MCM-41) はテンプレート法により合成した。MCM-41 のエタノール分

散液を、compact TiOx 層をコーティングした FTO 基板上にスピンコート法によりを成膜した。

層状ペロブスカイト化合物 (CH3NH3PbBr3) は、CH3NH3Br: PbBr2 = 1: 1 (mol ratio) の DMF 溶液 

(14.0 wt%) をスピンコート法により MCM-41 膜上に成膜した。 

Fig. 1 に MCM-41 膜上に成膜した層状ペロブスカイト化合物の AFM 像を示す。TiO2 膜上に

成膜したものと同様の表面構造が確認された。当日は、薄膜の詳細な物性および同薄膜を用いた

太陽電池特性の詳細な結果について報告する。 

 

Figure 1.  MCM-41 膜上の CH3NH3PbBr3層表面の AFM 像 
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